
平
成
二
十
九
年
五
月
十
九
日
受
領

答

弁

第

二

九

〇

号

内
閣
衆
質
一
九
三
第
二
九
〇
号

平
成
二
十
九
年
五
月
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
仲
里
利
信
君
提
出
北
部
訓
練
場
県
道
七
十
号
線
情
報
公
開
訴
訟
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付

す
る
。



衆
議
院
議
員
仲
里
利
信
君
提
出
北
部
訓
練
場
県
道
七
十
号
線
情
報
公
開
訴
訟
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
、
二
、
六
、
七
、
九
及
び
十
一
か
ら
十
三
ま
で
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
国
民
の
知
る
権
利
に
つ
い
て
は
、
十
分
尊
重
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
お
尋
ね
の
よ
う
に
「
米
軍

や
米
国
政
府
が
「
公
表
に
同
意
し
な
い
」
と
言
え
ば
、
ど
の
よ
う
な
文
書
で
も
開
示
で
き
な
い
」
と
考
え
て
い
る
も
の
で
は

な
く
、
「
今
後
は
い
か
な
る
文
書
で
も
開
示
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
、
国
民
の
知
る
権
利
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
及

び
「
政
府
が
隠
し
た
い
と
考
え
る
都
合
の
悪
い
こ
と
は
、
行
政
と
司
法
が
結
託
し
て
一
刀
両
断
に
切
り
捨
て
る
と
と
も
に
、

憲
法
を
改
悪
し
て
国
民
の
知
る
権
利
を
な
い
が
し
ろ
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
も
の
と
考
え
て

い
る
。

他
方
、
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に

日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
（
昭
和
三
十
五
年
条
約
第
七
号
。
以
下
「
日
米
地
位
協
定
」
と
い

う
。
）
第
二
十
五
条
�
の
規
定
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
る
合
同
委
員
会
（
以
下
「
日
米
合
同
委
員
会
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る

議
事
録
は
、
日
米
合
同
委
員
会
で
の
協
議
に
基
づ
き
、
日
米
両
政
府
の
同
意
が
な
い
限
り
公
表
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

日
米
地
位
協
定
第
二
条
�
⒜
の
規
定
に
基
づ
く
北
部
訓
練
場
に
お
け
る
沖
縄
県
道
七
十
号
線
の
共
同
使
用
（
以
下
「
本
件
共

一



同
使
用
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
条
件
等
に
係
る
公
文
書
（
以
下
「
本
件
文
書
」
と
い
う
。
）
を
日
米
両
政
府
の
同
意
な
く

開
示
す
る
こ
と
は
、
日
米
両
政
府
間
の
取
決
め
又
は
国
際
慣
行
に
反
し
、
米
国
政
府
と
の
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ

た
ん

及
び
日
米
間
の
忌
憚
の
な
い
協
議
等
が
不
可
能
と
な
っ
て
、
同
条
�
⒜
の
規
定
に
基
づ
く
在
日
米
軍
施
設
・
区
域
の
共
同
使

用
等
に
係
る
諸
課
題
へ
の
効
果
的
な
対
応
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
、
本
件
文
書
に

記
録
さ
れ
た
情
報
は
、
沖
縄
県
情
報
公
開
条
例
（
平
成
十
三
年
沖
縄
県
条
例
第
三
十
七
号
。
以
下
「
沖
縄
県
条
例
」
と
い

う
。
）
に
規
定
す
る
不
開
示
情
報
に
該
当
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
政
府
が
言
う
「
土
地
の
所
有
者
と
し
て
有
す
る
固
有
の
権
利
」
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か

で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
行
政
事
件
訴
訟
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
当
該
処
分
の
取
消
し
を
求
め
る
に
つ
き
法
律
上
の
利
益
を
有
す
る
者
に
限
り
、
提
起
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
沖
縄
県
条
例
第
七
条
第
七
号
イ
の
規
定
は
、
日
米
地
位
協
定
第
二
条
�
⒜
の
規
定
に

二



基
づ
く
在
日
米
軍
施
設
・
区
域
の
共
同
使
用
に
係
る
事
務
の
適
正
な
遂
行
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
国
の
財
産
上
の
利
益
又
は

当
事
者
と
し
て
の
地
位
を
、
そ
の
個
別
的
利
益
と
し
て
保
護
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
、
ま
た
、
本
件
文
書
の
開
示
に
つ
い

て
は
、
一
、
二
、
六
、
七
、
九
及
び
十
一
か
ら
十
三
ま
で
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
国
は
、
沖
縄
県
知
事

に
よ
る
本
件
文
書
の
開
示
決
定
の
取
消
し
を
求
め
る
法
律
上
の
利
益
を
有
す
る
者
に
該
当
す
る
と
考
え
て
お
り
、
那
覇
地
方

裁
判
所
の
平
成
二
十
九
年
三
月
七
日
の
判
決
に
お
い
て
も
、
そ
の
趣
旨
が
認
め
ら
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
三
年
に
沖
縄
県
か
ら
国
に
対
し
、
北
部
訓
練
場
内
の
土
地
の
一
部
を
沖
縄
県
道
七
十
号

線
と
し
て
使
用
し
た
い
と
の
申
出
が
あ
り
、
当
該
土
地
は
沖
縄
の
復
帰
以
前
か
ら
県
道
と
し
て
供
用
さ
れ
、
地
域
住
民
を
含

む
沖
縄
県
民
の
生
活
及
び
経
済
に
と
っ
て
重
要
な
道
路
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
は
、
当
該
申
出
を
踏
ま
え
、
本
件
共
同
使

用
を
認
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
政
府
が
地
域
住
民
や
県
民
、
県
の
意
見
や
要
望
を
聞
か
ず
に
、
沖
縄
県
管
理
の
道
路
を
共
同
使
用
か
ら
一
方

的
に
米
軍
専
用
区
域
に
変
更
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

三



る
。

十
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
那
覇
防
衛
施
設
局
長
が
県
に
照
会
し
た
一
九
八
一
年
の
通
知
の
一
部
」
は
、
日
米
地
位
協
定
の
実
施
に
関
す

る
協
議
機
関
で
あ
る
日
米
合
同
委
員
会
の
一
部
を
構
成
す
る
施
設
特
別
委
員
会
に
お
い
て
在
日
米
軍
か
ら
提
案
さ
れ
た
、
在

日
米
軍
施
設
・
区
域
を
日
本
国
又
は
日
本
国
民
が
使
用
す
る
際
の
使
用
条
件
（
以
下
「
使
用
条
件
」
と
い
う
。
）
を
記
載
し

た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
御
指
摘
の
「
米
軍
、
那
覇
防
衛
施
設
局
及
び
県
の
三
者
間
で
一
九
九
〇
年
に
締
結
し
た
協
定
書
」

は
、
使
用
条
件
に
基
づ
き
、
在
沖
米
海
兵
隊
施
設
技
術
部
長
、
沖
縄
県
知
事
及
び
那
覇
防
衛
施
設
局
施
設
部
長
と
の
間
で
締

結
さ
れ
た
本
件
共
同
使
用
に
係
る
協
定
書
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
文
書
は
、
同
委
員
会
に
お
い
て
議
論
さ
れ
た
内
容
に
基
づ
き

作
成
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
米
合
同
委
員
会
の
議
論
の
内
容
が
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
御
指
摘
の
「
英
訳
文
書
」
は
、
御
指
摘
の
「
那
覇
防
衛
施
設
局
長
が
県
に
照
会
し
た
一
九
八
一
年
の
通
知
」
に

添
付
さ
れ
た
使
用
条
件
及
び
「
米
軍
、
那
覇
防
衛
施
設
局
及
び
県
の
三
者
間
で
一
九
九
〇
年
に
締
結
し
た
協
定
書
」
の
文
書

の
正
文
で
あ
る
。

以
上
の
と
お
り
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
の
文
書
も
、
日
米
合
同
委
員
会
の
議
事
録
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

四


